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日本光学会 2014年度第 203回幹事会議事録

日　時： 2014年 4月 17日（木）　13：30～16：20

場　所： 応用物理学会 6階会議室
参加者： 梅田幹事長，他 27名
議　事： 

1. 幹事長挨拶
　・議事に先立ち，梅田幹事長より挨拶があった．
2. 将来問題検討委員会報告
2―1. 2013年度幹事会における新学会設立に関する投票結果
の 2014年度幹事会への引き継ぎについて

　・「光学」43巻 5号に新学会設立に関する幹事会の投票
結果を掲載することが承認された．日本光学会会員専
用のWebページに新学会設立に関する意見欄を設け
ることが了承された．

　・2013年度幹事会の投票結果を受けて，2014年度幹事
会は前幹事会の決定を実行することが確認された．

2―2. 将来問題委員会と応用物理学会との意見交換につ 

いて
　・新学会設立に関して応用物理学会との意見交換を行っ

た旨報告があった．
2―3. 新学会設立の作業について
　・新学会発足のスケジュール案および作業分担案が報告

された．
2―4. 新学会の予算収支案について
　・新学会の予算収支案が報告された．
2―5. 新学会設立後の応用物理学会における光分科会の活
動について

　・応用物理学会における光分科会（仮称）の活動につい
ては，幹事会と将来問題検討委員会にて検討する旨報
告があった．

2―6. 新学会設立についての光学会会員の投票の実施につ
いて

　・日本光学会会員の投票を 5月もしくは 6月に実施する
ことが了承された．投票の成立には，4月 20日時点で
の会員（会誌「光学」43巻 5号の頒布が受けられる）
の50％以上が投票する必要があることが了承された．
新学会設立か否かの有効投票数は将来問題検討担当に
一任することが了承された．

2―7. その他質疑応答
　・会誌「光学」の予算案について質問とその回答があっ
た．会員に対する情報公開が少ないとの意見があり，

Web上で質疑応答を公開する予定との報告があった．
3. 2014年度幹事会構成について
　・新規の役職，廃止の役職の説明がなされ，承認され

た．
4. 幹事自己紹介
　・各幹事より挨拶があった．
5. 日本光学会年間計画案
　・2014年度の年間計画案が報告された．5月 23日の第 

1回常任幹事会は議題がないため中止となった．
6. 第 202回幹事会議事録の確認
　・議事録が了承された．
7. 報告事項
7―1. 「光学」関連報告
　・「光学」の編集費が報告された．
7―2. 「Optical Review」関連報告
　・Optical Reviewのダウンロード数が報告された．2013

年は 2012年に比べダウンロード数，インパクトファ
クターの増加が報告された．一般論文の投稿数が減少
しているので投稿呼びかけの依頼があった．

7―3. 講演会関連報告
7―3―1. 第 39回光学シンポジウム進捗報告
　・6月 27日～ 28日に開催される第 39回光学シンポジウ

ムのプログラムが確定したことが報告された．
7―3―2. Optics & Photonics Japan 2014進捗報告
　・Optics & Photonics Japan 2014の進捗が報告された．

春季応用物理学会学術講演会期間中の 3月 14日に第 1

回実行委員会が開催されたことが報告された．さら
に，未定であった開催場所と期間について，筑波大学
東京キャンパス文京校舎において 11月 5日（水）～ 7 

日（金）に開催することが決定した旨報告があった．
7―3―3. 第 41回冬期講習会進捗報告
　・第 41回冬期講習会の進捗が報告された．2015年 1月

22日～ 23日に山上会館（東京大学構内）で開催する
ことが報告された．

7―3―4. 第 48回光学五学会関西支部連合講演会進捗報告
　・第 48回光学五学会関西支部連合講演会の進捗が報告

された．12月～ 1月に開催を予定している．
7―3―5. 第 11回北海道地区合同学術講演会進捗報告
　・第 11 回北海道地区合同学術講演会の進捗が報告さ 

れた．
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7―4. その他報告事項
7―4―1. 会員動静
　・日本光学会の会員数について報告された．
7―4―2. 収支計算書について
　・2014年 1月 1日～ 3月末までの会計収支が報告され
た．経常収益および経常費用が減少したことが報告さ
れた．

2014年度日本光学会奨励賞

　本年度の日本光学会奨励賞は，小西昭博氏（会津大学）
と Daniel Aguirre-Aguirre 氏（ Instituto Nacional de Astro- 

física, Ópticay Electrónica）が受賞されることとなりまし
た．なお，選考委員は下記 8名でした．
委員長： 佐藤　学（山形大）
副委員長： 小野寺理文（職業大）
委　員： 谷田　純（大阪大），津村徳道（千葉大），西澤

典彦（名古屋大），早崎芳夫（宇都宮大），松田　融
（キヤノン），和田健司（大阪府立大）

2014年度日本光学会奨励賞授賞式

　標記の授賞式を，以下の通り Optics & Photonics Japan 

2014にて行います．
日　時： 2014年 11月 6日（木）　11：00～
場　所： 筑波大学東京キャンパス文京校舎（東京都文京

区大塚 3―29―1）

光設計研究グループ第 55回研究会「ヘルスケア光学

最前線」

日　時： 2014年 10月 31日（金）　10：00～17：20

主　催： 日本光学会光設計研究グループ
場　所： 板橋区グリーンホール 2Fホール（東京都板橋区

栄町 36―1）
共　催： 板橋区，独立行政法人理化学研究所，宇都宮大

学オプティクス教育研究センター
参加費： 光設計研究グループ個人会員4,000円，光設計研

究グループ学生会員無料，一般10,000円，日本光学会
個人会員および共催団体8,000円，学生一般2,000円，
日本光学会個人会員および共催団体学生 1,000円．当
日，受付にてお支払いください．懇親会費 2,000円．

講　演： ① 10：05「ヘルスケア分野の動向について（仮
題）」講演者交渉中，② 10：45「内視鏡イメージング
技術─現状と展望─」五十嵐誠氏（オリンパスメディ
カルシステムズ），③ 11：25「肌の分光断層画像─ワ
ンショット可視分光 OCT の開発─」中村崇市郎氏

（富士フイルム），④ 13：00 開会式・基調講演「重粒
子線治療（日本初のがん治療技術）について」鳥飼幸
太氏（群馬大），⑤ 14：15「肌の評価について（仮
題）」講演者交渉中，⑥ 14：55「ウェアラブル脈波 

センサーの研究開発と課題」村田信氏（ローム），⑦
15：50「ウェアラブル機器について（仮題）」講演者
交渉中，⑧16：30「ウェアラブルヘルスモニタリング
の現状と将来」池田英信氏（テクノ・システム・リ
サーチ）

参加申込方法： 氏名（フリガナ），所属，住所，電話， 

E-mail，会員区分，懇親会参加の有無を明記の上， 

E-mailまたは Faxまたは郵送にて下記申込先にお送り
ください．参加費用は当日，会場にてお支払いください．

申込先： （株）日立製作所中央研究所エレクトロニクス研
究センター　井手達朗
〒 244―0817 横浜市戸塚区吉田町 292番地　横浜研究
所内

　　電話 050―3135―2137　E-mail k55reg@opticsdesign.gr.jp

問合せ先： HOYA（株）オプトデバイス部門　山形直樹
　　電話 042―546―2743　E-mail k55@opticsdesign.gr.jp

URL http://www.opticsdesign.gr.jp/

量子エレクトロニクス研究会「バイオ・メディカル

フォトニクス�（仮）」

　近年，生物学・医学において光を使った計測技術の重要
性が高まっています．本研究会では，昨年の研究会に引き
続き，計測対象から計測手法にわたる幅広い研究分野にお
いて第一線で活躍されている研究者を講師としてお招き
し，最新の成果をお話しいただくとともに，この分野の今
後の展開についてじっくり議論します．
期　日： 2014年 12月 19日（金）～12月 21日（日）
場　所： 上智大学軽井沢セミナーハウス（〒389―0111 長

野県北佐久郡軽井沢町大字長倉 8―30　電話 0267―42―
2545）

主　催： 応用物理学会量子エレクトロニクス研究会
協　賛： 日本光学会，日本物理学会，レーザー学会，日

本生物物理学会，バイオイメージング学会
実施形態： 特別講演 1件（1時間），チュートリアル講演

3件（各 1時間），招待講演 10件（各 40分），ポスター
発表．

定　員： 60名
参加費： 28,000円，学生 10,000円（宿泊費・食費を含む）
申込締切： 2014 年 11 月 16 日（日）．定員に達し次第締

切．
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連絡先： 東京大学　小関泰之
　　〒113―8656東京都文京区本郷 7―3―1　
電話 03―5841―0426　E-mail ozeki@ee.t.u-tokyo.ac.jp

URL http://annex.jsap.or.jp/qe/

「光学設計周辺の将来展望と最新トピックス」セミ

ナー

期　日： 2014年 11月 27日（木）
場　所： 機械振興会館地下 1階 3号室（東京都港区芝公園

3―5―8）
主　催： （一社）日本オプトメカトロニクス協会
協　賛： 日本光学会ほか
参加費： 協賛 22,680円（テキスト・消費税含む）
定　員： 35名
申込期限： 2014年 11月 20日（木）
問合せ先： （一社）日本オプトメカトロニクス協会
　　電話 03―3435―9321　Fax 03―3435―9567

　　E-mail info@joem.or.jp　URL http://www.joem.or.jp
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日 本 光 学 会 2014 年 度 幹 事（*常 任 幹 事）

（東京農工大）梅田　倫弘 *幹事長：

（千葉大）尾松　孝茂 *（東京農工大）岩井　俊昭 *副幹事長：

（防衛大）和田　　篤 *（NTT）瀬川　　徹 *庶務幹事：

（ニコン）西村久美子 *（産総研）福田　隆史 *

（職業大）����� *（リコー）逢坂　敬信 *

（山梨大）金　　蓮花 *（千葉大）下馬場朋禄 *

（オリンパス）天内　隆裕 *

（宇都宮大）早崎　芳夫（山形大）佐藤　　学 *『光学』編集幹事：

（職業大）小野寺理文 *（東京工芸大）中楯　末三 *『Optical Review』編集・出版幹事：
（三菱電機）遠藤　貴雄（東芝）白土　昌孝将来問題検討担当幹事：

（東京大）小関　泰之（慶應大）多加谷明広国際協力幹事：

（豊橋技術科学大）鯉田　孝和（シャープ）栗本　英治事業・企画担当幹事：

（産総研）有本　英伸（千葉大）宮本　克彦
（東海大）藤川知栄美（キヤノン）須藤　敏行
（山形大）渡部　裕輝（コニカミノルタ）吉田俊一郎
（北海道大）西村　吾朗（パナソニック）飯山　智子
（富山大）藤田　博樹（理研）南出　泰亜
（静岡大）冨木　政宏（信州大）斉藤　保典
（大阪府立大）水谷　彰夫（奈良先端大）笹川　清隆

（徳島大）水谷　康弘
カチョーンルンルアン　パナート （九州工業大）

（産総研）渡辺　正信顧問（前幹事長　オブザーバー）：

日本光学会 newsの掲載申込先：
〒 400―8511　甲府市武田 4―3―11　山梨大学工学部情報メカトロニクス工学科　金　蓮花
電話 / Fax 055―220―8448　E-mail lianhua@yamanashi.ac.jp
なお，掲載申込は原則として発行日（10日）から 2か月前の 15日まで，開催日が 1～10日の場合
は，開催日の 3か月前の 15日までにお願いします．
掲載にあたっては，「日本光学会 news」および「光学関連会合予定」の掲載基準（http://annex. 
jsap.or.jp/OSJ/kogaku/news-keisai.html）をご確認ください．
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